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2017年度

「ネウボラ（継
続的子育て支援）
の日本的展開の可

能性」

2018年度

「子育て世代包括支
援センター（日本版
ネウボラ）活性化の
課題と大学の役割」

2019年度

「子育て世代包括支援セ
ンター（日本版ネウボラ）
における多職種連携と研修

のあり方について」

2021年度

「子育て世代包括支援センター
（日本版ネウボラ）との連携に
よる予防的教育について」

2020年度

「子育て世代包括支援セン
ター（日本版ネウボラ）に
おけるオンライン相談の可能
性と予防的教育について」

２０２２年度

子育て世代包括支援センター
（日本版ネウボラ）との連携に
よるアートを取り入れた予防的
教育
―通常/要支援妊婦等を対象と
して―

研究のプロセスと展開

2023年度
子育て世代包括支援
センターとの連携に
よる
 大学発アートを取
り入れた予防的教育



問題背景

2021年度の活動によるHP



問題背景のキーワード

妊娠・出産・子育てという不安な時間，様々
なリスクや社会的な圧力の中で，自分の納得
がいく場を見出す

ケア

アート

生活を支えるアート：物語性・聴覚性，触覚性，視覚性

＝自身の心と体の状態，日常生活を
より見つめることができる技術



異分野

問題背景のキーワード

家政学,美術教育学,音楽教育学,臨床心理学,
発達心理学,教育哲学,幼児教育学

AMC by 異分野

英政府機関The AHRC Cultural Value Projectの研究成果
に基づく個人の内省，アイデンティティ，主観的幸
福感等についての効果を検討



目的

本研究の目的は、妊娠期の親への支援と
して，異分野の専門家が連携しアートを
取り入れたワークショップを開催し ，
予防的教育の実践方法を探ること。



〈ワークショップの目的〉
妊娠中の女性とそのパートナーが

心と体をアートを通して落ち着けること

〈調査〉
・ビデオカメラやデジタルカメラ等で撮影し記録
・参加者へのインタビュー（初回・最終回）

〈倫理的配慮〉
・参加者に本調査について説明し，同意を得た

WSの実施

〈概要〉
日程：2023年9月の３週
対象：初妊婦（中期）と

そのパートナー
場所：福山市立大学
参加費：無料



ワークショップの実施

• 配布方法

• ネウボラ推進課を通し配布

• 公民館に配布

• 本学HP







インタビューを通したワークショップの評価

１．講座情報の入手経路は，公共施設に配布しているチラシであった。
→ HP等のデジタル情報のみではなく，アナログ情報も依然として必要。

２．感想として「楽しかった」という言葉が目立った。
→ 妊娠生活や子育てに直接的に学べた知識内容と共に，アートを通した
WSが気分転換になったという。

３．今後受けたい講座は，一緒に実践できる体験といった書き込みがあり，
「繋がる」ことへの希求があるということがわかった。

４．アートで安心・安全な気持ちを育むといった本WSのコンセプトは，
受け入れられた実感がある。



成果と今後の課題

本実践の下敷きには，Geoffrey Crossick, Patrycja Kaszynska (2
022)がある。大学に市井の人々が集まり，議論や一緒に楽
しむ機会を上手に作っている場所はまだ多くはないだろう。
大学と地域の行政が連携した異分野グループよる本実践は，
The AHRC Cultural Value Project の研究成果に基づく「個人の
内省」，「アイデンティティ」，「主観的幸福感」などの
効果を見出した。地域の妊娠中の女性及び家族支援を行う
本実践から，真の学びを生み出す大きな意味が見出された。
今後もアートとケアが出会う，大学発のアートの場をさら
に展開させていきたい。



付記
本研究は本学教育学部「学術の日」にて成果発表を行い、2024年度教育学部紀
要に投稿予定。
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2024年度は、
対象をより
広く、新館
にて。
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